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インターバンクの声 （2016 年 10 月 24 日） 
 

週末の東京市場の円相場は、午後になってからドルの上値が重くなり始め、ロンドン

市場からニューヨーク市場の序盤にかけても、米長期金利の低下や欧州株価の低

下から 103 円台中盤まで円買い・ドル売りが進んだ。それでも市場には米連邦準備

制度理事会（FRB）が年内利上げに動くとの見方に変化がないことや、ニューヨーク

市場の早い時間に下げていた原油価格の反発やニューヨーク・ダウの下げ幅縮小

から 104 円まで値を戻した。その後、サンフランシスコ連銀のウィリアムズ総裁が「比

較的早期の利上げが妥当」と発言、週中に低金利の持続に懸念を示したフィッシャ

ーＦＲＢ議長や、年内の利上げを見込むと発言したニューヨーク連銀のダドリー総裁

に続いたが、市場の反応はほとんどなかった。今週は米国の住宅関連指標などの

発表も予定されているが、週末の第 3四半期 GDP速報値の発表まで大きな変化は

期待しにくいとの声が多い。中には来週の市場公開委員会（FOMC）や１１月４日の

米雇用統計の発表まで円相場がレンジから抜け出すことはないと言い切る人までい

るが、ユーロやポンドの下落には注意が必要だろう。 
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